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平
成
四
年
度
決
算

報
告

（2）

　
平
成
四
年
度
の
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
決
算
が
、
九
月
九
目
か
ら
の
第
三
回
定

例
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
二
十
一
世
紀
と
い
う
新
し
い
時
代
に
対
応
し
た
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
に
は
、
健
全
で
効
率
的
な
財
政
運
営
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　
平
成
四
年
度
に
入
っ
た
お
金
、
使
っ
た
お
金
に
つ
い
て
、
町
の
財
政
の
状
況
を
報

告
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
ず
か
な
が
ら
増
加
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
増
加
の
要
因
は
、
歳
入
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
方
交
付
税
、
国
庫
支
出
金
や
寄
附
金

　
平
成
四
年
度
の
一
般
会
計
の
決
算
規

模
は
、
入
っ
た
お
金
（
歳
入
）
が
、
三

八
億
七
三
〇
七
万
二
七
一
五
円
、
使
っ

た
お
金
（
歳
出
）
が
、
三
六
億
八
八
三

六
万
四
三
六
円
で
、
実
質
収
支
は
、
一

億
八
二
二
一
万
二
二
七
九
円
の
黒
字
と

な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
は
前
年
に
比
べ
て
一
億
二
壬
ハ

三
万
三
六
四
八
円
、
三
・
○
％
の
増
加
。

　
歳
出
は
一
億
八
四
コ
ニ
万
八
九
三
六

円
、
五
・
三
％
の
増
加
と
、
そ
れ
ぞ
れ

等
が
増
加
し
た
た
め
で
、
歳
出
に
つ
い

て
は
、
衛
生
費
、
土
木
費
、
教
育
費
な

ど
の
増
加
に
よ
る
も
の
で
す
。

歳
　
　
入

　
歳
入
の
う
ち
一
番
大
き
な
割
合
を
占

め
て
い
る
の
は
町
税
で
、
全
体
の
四
〇

・
八
％
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
内
訳
は

町
民
税
一
七
・
四
％
、
固
定
資
産
税
二

一
・
五
％
で
、
残
り
の
一
・
九
％
が
町

た
ば
こ
税
な
ど
で
す
。
次
に
地
方
交
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

税
で
二
四
・
九
％
、
続
い
て
県
支
出
金

の
六
・
四
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
増
減
率
で
は
、
国
庫
支
出
金

が
八
三
・
四
％
と
大
き
く
増
加
し
て
い

ま
す
。

◎
町
税

　
町
税
の
決
算
額
は
一
五
億
八
一
四
六

万
四
八
八
一
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
て

二
・
二
％
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
町
民
税
の
個
人
分
と
固
定

資
産
税
等
が
増
加
し
ま
し
た
が
、
町
民

税
の
法
人
分
と
特
別
土
地
保
有
税
が
減

少
し
た
た
め
で
す
。

◎
国
庫
支
出
金

　
国
庫
支
出
金
の
決
算
額
は
九
八
四
三

万
九
四
四
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
四
四

七
五
万
一
七
九
円
、
八
三
・
四
％
の
大

幅
な
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
交
通
安
全
施
設
歩
道
整
備

事
業
費
補
助
金
の
増
加
に
よ
る
も
の
で

一般会計歳入・歳出の推移
円億　
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教　育　費

　　534，268，068円

公　債　費

　　179，105，113円

せ
　
　
早
　
　
　
　
4 、9％

そ　の　他

　　622，903，000円

　　　　16．9％

歳　出　総　額

3，688，360，436円

　　　構成此

⑭
ODO

」　噛

戸　　　　　　　　o’　　　　鴨

り　び
　　㊦

　　　14．5％
議　会　費

　　104，548，205円

消　防　費

　　166，303，504円

さ撫・

0

その他
ア23，912，208円

、卜o｛

雑
4．5％

繰越金

255，al7，567円
1，歳入総鶴一，

鋤3・e72・灘

　　戸騰　　F』

藥隊，税麟

　専鵠　　　△、

　ζ
　　　』「，鴛．8％

土　木　費

　　566，638，655円

四動．・ノ㌧

紛
　
　
　
　 15．4％

国・漿支出金

346，565，05鯛1

　難鱗翻
羅1躍ヒ験娘・［

総　務　費

　　492，129，095円

地方交付税

一965，913，000円

Ψ
。●。蒐、一v．：

響9　●　　o　　●　甲　o

13．3％

、　、　’　ノ

　　6

商　工　費

　　10，255，541円

　　　ω　　o　◎
　　　　ワ　　　　　　　　　　，

　　　　0．3％

農林水産業費

　　439，618，693円

　　　●●　　　●　　　●
　一
　●

　　　　揖。9％

衛　生　費

　　279，838，529円

　　　　7．6％

民　生　費

　　292，752，033円

6，　の

σ
　
　
．の
　
ビ
ミ
ゆ o　　コ

　　　　7．9％

す
。　

児
童
保
護
措
置
費
負
担
金
は
児
童
数

の
減
に
よ
り
六
・
二
％
の
減
少
と
な
っ

て
い
ま
す
。

歳

出

　
歳
出
決
算
額
の
増
減
率
は
、
五
・
三

％
増
加
し
ま
し
た
。

　
目
的
別
に
み
ま
す
と
、
ほ
と
ん
ど
の

課
目
が
前
年
度
を
上
回
る
結
果
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
そ
の
う
ち
増
加
の
主
な
も
の
と
し
て
、

総
務
費
で
固
定
資
産
税
課
税
客
体
調
査

委
託
料
及
び
選
挙
費
等
の
増
で
一
〇
．

二
％
、
衛
生
費
（
一
部
事
務
組
合
へ
の
負

担
金
の
増
）
が
十
三
・
九
％
、
土
木
費

（
道
路
整
備
事
業
費
の
増
）
が
二
九
・

一
％
の
増
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
農

林
水
産
業
費
は
、
農
村
総
合
整
備
モ
デ

ル
事
業
費
、
野
菜
集
出
荷
予
冷
施
設
整

備
事
業
費
の
減
に
よ
り
、
三
七
・
三
％

の
減
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
災
害
復
旧

費
は
支
出
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
性
質
別
の
面
か
ら
み
ま
す
と
、
物
件

費
が
固
定
資
産
税
課
税
客
体
調
査
委
託

料
等
の
増
に
よ
り
、
二
六
・
三
％
の

増
加
・
ま
た
繰
出
金
は
、
土
地
開
発
基

金
へ
の
繰
出
金
の
増
に
よ
り
八
○
・
三

％
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
十
六
・
○
％
の
減
少
と
な
っ
た
普
通

建
設
事
業
費
は
前
述
の
野
菜
集
出
荷
予

冷
施
設
整
備
事
業
費
と
農
村
総
合
整
備

モ
デ
ル
事
業
費
の
減
に
よ
る
も
の
で
す
。

（3）



豊かな地の利を生かしたまち
性質別歳出の状況

5．4．1現在12，085人

主要施策概要平成4年度

　
総
合
振
興
計
画
に
掲
げ
る
諸
施
策
を

積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
基
本
と
し

て
、
町
の
将
来
像
で
あ
る
「
躍
動
！
夢

と
ふ
れ
あ
い
パ
ワ
フ
ル
21
」
に
向
か
っ

て
、
平
成
四
年
度
は
次
の
よ
う
な
施
策

を
実
施
し
ま
し
た
。

◎
町
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
生
活
利
便

　
都
市

　
農
村
と
し
て
の
生
活
環
境
や
生
産
基

盤
を
整
備
す
る
た
め
に
、
集
落
排
水
事

業
と
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
の
実
施
、

町
民
生
活
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
た

め
の
道
路
や
河
川
の
整
備
、
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
と
な
る
土
地
区
画
整
理
事
業
や

熊
谷
南
部
開
発
の
推
進
を
は
か
り
ま
し

た
。◎

生
活
に
ゆ
と
り
と
う
る
お
い
の
あ
る

　
快
適
環
境
都
市

　
町
民
生
活
に
一
日
も
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
、
清
掃
や
し
尿
処
理
を
始
め
、

環
境
美
化
と
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
た
め
の
消
防
防
災
、
防

犯
や
交
通
安
全
対
策
、
河
川
の
水
質
調

査
、
地
域
施
設
の
整
備
な
ど
を
実
施
し

ま
し
た
。

◎
安
心
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら
す
健
康

　
都
市

　
全
町
民
を
対
象
と
し
た
年
齢
指
定
の

人
間
ド
ッ
ク
と
健
康
長
寿
を
祝
う
金
婚

式
招
待
を
新
規
事
業
と
し
た
他
、
健
康

づ
く
り
の
様
々
な
事
業
、
町
民
福
祉
の

向
上
と
高
齢
者
に
対
す
る
医
療
対
策
の

充
実
、
人
権
尊
重
の
基
本
で
あ
る
同
和

対
策
な
ど
の
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

◎
ふ
る
さ
と
の
文
化
を
大
切
に
す
る
生

　
涯
学
習
都
市

　
南
小
学
校
プ
ー
ル
改
築
事
業
を
始
め

幼
・
小
・
中
の
教
育
施
設
整
備
に
よ
る

教
育
環
境
の
充
実
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

で
あ
る
人
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
人
材

育
成
推
進
事
業
と
し
て
海
外
研
修
へ
の

派
遣
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
を

中
心
に
各
種
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
、
社

会
教
育
、
社
会
体
育
、
文
化
財
保
護
等

の
推
進
に
よ
る
生
涯
学
習
の
振
興
に
努

め
ま
し
た
。

◎
活
力
に
あ
ふ
れ
躍
動
す
る
自
立
経
済

　
都
市

　
農
業
生
産
基
盤
を
よ
り
充
実
す
る
た

め
、
転
作
団
地
や
転
作
促
進
の
各
種
事

業
を
始
め
水
田
の
高
度
利
用
と
水
田
農

業
の
確
立
、
農
道
や
土
地
改
良
事
業
に

よ
る
生
産
基
盤
の
整
備
、
商
工
会
の
育

成
、
観
光
の
振
興
、
美
し
い
む
ら
づ
く

り
等
の
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

一．

路
鼠　疑［

1
舞

、扁∫、内1、嚢路順遜、幾、難難

◎
町
民
の
夢
を
大
切
に
し
実
現
す
る
未

　
来
都
市

　
町
の
広
報
や
議
会
だ
よ
り
の
発
行
、

庁
舎
等
の
整
備
、
町
民
文
化
祭
の
開
催
、

統
計
調
査
や
統
計
資
料
の
配
布
等
に
よ

っ
て
、
よ
り
町
民
に
理
解
さ
れ
る
町
づ

く
り
に
努
め
て
い
る
ほ
か
、
区
の
運
営

や
婦
人
部
の
育
成
に
よ
る
、
町
民
参
加

の
行
政
を
進
め
ま
し
た
。

810，224，055円

獲 絆 費 1人当り

67，044円

4褐，649。592円

鞠曇鶴 費 1入当り

34，31i円

a4，279，957円

維持捕修費 1人当り

2，009円

84，866，845円

扶 助　費 1人当り

7，022円

561，324，243円

、補勘 費等 1人当り

46，448円

899，186，旧1円

普適建設撃業費 1人当り

74，405円

179，078，563円

公， 債 ，豫 1人当り

14，8旧円

460。geo，000円・

積　立　金 1人当り

38，138円

170，000円

麟び出縫 1人当り

14円

253，681，000円

　繰 　出　盆 1人当り

20，992円

（4）
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　　　　　3，463、戸

　　　　　12，047人

　　　　　　99・2％

　　　　　7，483㎡

　　　　　5，612㎡

　　　1，845，991㎡

3億1，033万4，862円

2億7，734万3，736円

　3，299万1，126円

3億5，053万2，860円

2億5，104万2，055円

　9，949万0，805円

　3，315万0，233円

　3，292万0，000円

　　　23万O，233円

1億7，120万3，641円

1億4，956万8，978円

　2，163万4，663円

●給水戸数

●給水人口

●普及率
●一日最大配水量

●一日平均配水量

●年間有収水量

収益的収入及び支出

　水道事業収益

　（　　営業収益

　　営業外収益

　水道事業費用

　（　　営業費用

　　営業外費用

資本的収入及び支出

　資本的収入

　（　　負担金

　　国定資産売却代金

　資本的支出

　（　　建設改良費

　　企業債償還金

　
農
業
用
水
の
水
質
保
全
と
農
村
生
活

環
境
の
改
善
整
備
を
図
る
た
め
、
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
歳
入
は
、
県
補
助
金
一
億
九
一
三
〇

万
九
千
円
、
一
般
会
計
繰
入
金
四
三
七

三
万
三
千
円
、
町
債
九
四
〇
〇
万
円
、

繰
越
金
七
二
万
三
千
円
と
な
り
合
計
三

億
三
二
二
二
万
九
七
二
七
円
、
歳
出
は
、

三
本
地
区
の
管
路
埋
設
工
事
で
管
路
延

長
は
四
一
一
六
m
で
二
億
三
四
八
四
万

円
、
そ
の
他
で
小
江
川
地
区
基
本
設
計

及
び
実
施
設
計
、
御
正
地
区
調
査
設
計

な
ど
で
合
計
三
億
二
八
七
三
万
二
八
〇

三
円
で
差
し
引
き
二
九
八
万
六
九
二
四

円
残
し
決
算
さ
れ
ま
し
た
。

町債円
，000，000

県支出金
1｛｝1，309，

46．020，727円

5，351，871円

　
被
保
険
者
の
高
齢
化
に
よ
る
医
療
費

の
増
加
や
医
療
保
険
制
度
を
取
り
ま
く

環
境
の
厳
し
い
な
か
で
、
歳
出
総
額
の

六
六
．
二
％
が
保
険
給
付
費
と
な
っ
て
刊

お
り
ま
す
。

　
歳
入
総
額
五
億
一
九
七
〇
万
七
六
八

七
円
に
対
し
、
歳
出
総
額
四
億
五
八
四

七
万
九
八
二
円
で
差
し
引
き
六
一
二
三

万
六
七
〇
五
円
を
繰
越
し
決
算
さ
れ
ま

し
た
。

　
内
容
に
つ
い
て
は
、
グ
ラ
フ
の
と
お

り
で
す
。
こ
の
う
ち
、
保
険
税
は
一
世

帯
当
た
り
一
五
万
五
〇
九
五
円
、
一
人
＋

当
た
り
六
万
六
六
二
一
円
納
め
て
い
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
一
人
当
た
り
の
医
療
費
支
払

額
は
、
九
万
五
〇
五
八
円
の
支
払
い
に

な
っ
て
い
ま
す
。

その他

出歳入

　
住
宅
資
金
貸
付
事
業
特
別
会
計
は
、

同
和
間
題
の
早
期
解
決
を
図
る
た
め
、

対
象
地
域
の
居
住
環
境
の
整
備
改
善
の

た
め
に
行
っ
て
お
り
、
平
成
四
年
度
末

の
貸
付
総
数
二
十
五
件
、
そ
の
内
新
築

分
は
二
十
一
件
、
改
修
が
四
件
で
す
。

　
平
成
四
年
度
は
、
新
築
資
金
の
貸
付

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

県
支
出
金

歳
　
諸
収
入

町
　
債

一
一
〇
、
○
○
○
円

九
、
三
二
四
、
六
三
四
円

　
高
齢
化
社
会
を
背
景
に
老
人
医
療
費

は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
平
成
四
年

度
末
の
受
給
者
は
九
六
四
人
で
す
。

　
歳
入
合
計
は
四
億
五
三
四
二
万
八
一

七
六
円
、
歳
出
合
計
四
億
四
三
八
一
万

六
〇
〇
〇
円
で
差
し
引
き
九
六
一
万
二

四
一
四
円
に
な
り
ま
す
。

一
七
六
円
を
繰
越
し
決
算
さ
れ
ま
し
た
。
轍
幽

　
内
容
に
つ
い
て
は
、
グ
ラ
フ
の
と
お
　
附
毘

り
で
す
。
こ
の
う
ち
実
際
に
お
年
寄
り

が
医
者
に
か
か
り
、
町
が
医
療
機
関
に

支
払
っ
た
医
療
費
は
四
億
三
六
一
二
万

七
六
五
一
円
で
、
前
年
と
比
較
す
る
と

六
・
五
％
の
伸
び
と
な
り
、
歳
出
全
体

の
九
八
・
三
％
と
な
り
ま
し
た
。

　
受
給
者
一
人
当
り
の
額
は
四
五
万
二

　　　　　国・県支出金

　　　　　112，444，000円40，610，234円

　　　　　　　　　　　　　　　　丸
支払基金交付金　　　　　　　　　　①
　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑲
　300，373，942円

歳
糞

その他

　　　7，688，349円

医療諸費

　　　436，127，651円
歳
燦

そ
の
他

合
　
計

一
九
六
、
九
七
〇
円

九
七
、
一
八
二
円

九
、
七
二
八
、
七
八
六
円

住
宅
資
金
貸
付
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
、

公
債
費

　
　
　
　
　
九
、
二
一
四
、

合
　
計

　
　
　
　
　
九
、
四
二
三
、

繰
越
金

　
　
　
　
　
　
　
三
〇
四
、

三
五
〇
円

六
四
八
円

九
九
八
円

七
八
八
円

（5）



　
土
屋
知
事
が
九
月
十
六
日
術
に
さ
わ
や
か
ふ
る
さ
と
訪
問
の
た
め
、
江
南
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
視
察
は
、
　
“
環
境
優
先
・
生
活
重
視
”
、
　
“
埼
玉
の
新
し
い
く
に
づ
く
り
”
を
基
本
と
し
た
県
政
を
進
め
る
上
で
、

先
進
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
市
町
村
や
地
域
住
民
、
地
域
団
体
な
ど
を
知
事
が
自
ら
視
察
・
懇
談
し
、
豊
か
な
ゆ
と
り
あ
る

さ
わ
や
か
埼
玉
の
実
現
を
め
ざ
す
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
江
南
荘
で
敬
老
会
に
出
席
し
、
つ
づ
い
て
複
合
施
設
に
移
動
し
て
町
農
村
婦
人
健
康
教
室
の
活
動
視
察
を
行
い
、

予
定
よ
り
も
長
い
時
間
に
わ
た
る
視
察
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
概
要
に
つ
い
て
、
写
真
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

纈
難

　　　敬老会出席者に拍手で迎えられ、町長より歓迎のあいさつ

敬老会出席者を代表して小江川の岡部ふよさん（89歳）から知事に花束贈呈

（6）



錨
．
翻
懸
灘

　
　
　
　
　
　
、
舅
菱
轟
　
響
胃
講
ー
・
．
｝
睦
、
“
－

鞭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
鐸
羅
禦

　
　
　
　
　
　
　
嚥
、

　
　
　
　
　
　
轡

鵜
瓢
辮

　纏、

騨
5
酋
■
暉
熱
馨

複
合
施
設
で
議
会
議
員
・
区
長
な
ど
の
皆
さ
ん
が
出
迎
え
て

議
長
が
歓
迎
の
あ
い
さ
つ

健
康
教
室
の
皆
さ
ん
に
出
迎
え
ら
れ
て
あ
い
さ
つ
す
る
知
事

懇 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噛

●

●

　　　　　、搬・慧

，織鯛「　鹸
　嚢　・、1聖　　　　1魑

　　｛

協

，翻魅

讐

健康教室の馬場副会長からの活動説明が

行われました

　
　
　
滞

姻
讃
き

拶
P

磨
・
蔽
　
　
臨

麟　眉”

繍

・　　・…譲謹　．、　舞馨

講　鵠騨驚　欝湿鴛識灘麟
栗の渋皮煮・みそ・ワインなど町の特産品を前に

町長から説明を受けました

葺

　　　　醐一1蒸籍嘉、繍・ド
　　　’卍織

　　　　　’灘・il欄嚢幾、

継｛蝿1萎　　　嬉　　蚕鰺

輪

謹
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第
五
日
目

ル
ー
ブ
ル
美
術
館

　
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
は
、
歴
代
の
国
王
、

ナ
ポ
レ
オ
ン
に
よ
っ
て
三
〇
余
万
点
の

美
術
品
が
収
集
さ
れ
て
い
る
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
十
六
世
紀
イ
タ
リ
ア
絵
画
・

盛
期
ル
ネ
サ
ン
ス
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、

・
ル
ー
ブ
ル
に
お
け
る
か
け
が
え
の
な
い

・
宝
庫
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ソ
ワ

　
一
世
は
イ
タ
リ
ア
の
画
家
た
ち
を
フ
ラ

ン
ス
に
招
き
、
彼
ら
の
絵
画
で
ギ
ャ
ラ

リ
ー
を
つ
く
ろ
う
と
し
た
。
こ
の
内
の

ひ
と
り
の
画
家
が
、
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・

ビ
ン
チ
で
あ
る
。

　
レ
オ
ナ
ル
ド
は
、
ル
イ
十
二
世
の
保

護
を
受
け
、
フ
ラ
ン
ソ
ワ
一
世
に
招
か

れ
、
多
く
の
名
画
を
遺
し
た
。
即
ち
、

　
「
モ
ナ
リ
ザ
」
　
「
洗
礼
者
聖
ヨ
ハ
ネ
」

な
ど
で
あ
る
。

　
　
「
カ
ナ
の
婚
礼
」
作
者
パ
オ
ロ
・
カ

リ
ア
ー
リ
は
、
遠
近
画
法
的
手
法
を
存

分
に
発
揮
し
、
建
物
を
背
景
に
宗
教
的

情
景
を
当
世
風
に
表
現
し
て
い
る
。

　
　
「
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
の
戴
冠
」
作
者

ジ
ャ
ッ
ク
・
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
、
ナ
ポ
レ

オ
ン
帝
政
期
に
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
栄

光
を
讃
え
る
叙
事
詩
的
歴
史
画
製
作
が

画
家
に
命
じ
ら
れ
た
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
一

世
の
戴
冠
は
、
ま
さ
に
そ
れ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
大
群
衆
を
描
写
し
て
い
る
。

　
そ
の
他
、
　
「
ラ
・
グ
ラ
ン
ド
・
オ
ダ

●

リ
ス
ク
（
裸
婦
）
」
作
者
ア
ン
グ
ル
一
八

一
四
年
、
「
メ
デ
ュ
ー
ス
号
の
筏
」
作
者

デ
オ
ド
ー
ル
・
ジ
ェ
リ
コ
一
八
一
九
年
、

「
民
衆
を
導
く
自
由
の
女
神
」
作
者
ウ

ー
ジ
ェ
ス
・
ド
ラ
ク
ロ
ワ
一
八
三
〇
年

な
ど
が
印
象
に
残
っ
た
。

　
中
庭
に
あ
る
ガ
ラ
ス
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

は
、
近
代
の
構
築
物
が
違
和
感
な
く
配

置
さ
れ
て
い
る
の
が
不
思
議
で
あ
る
。

※
文
中
の
フ
ラ
ン
は
、

／

　
次
に
視
察
し
た
高
齢
者
福
祉
施
設
は
、

三
タ
イ
プ
に
分
か
れ
て
い
る
。

A
タ
イ
プ
：
二
人
で
暮
ら
す
こ
と
が
無

理
な
老
人
で
、
給
食
サ
ー
ビ
ス
、
看
護

ケ
ア
を
必
要
と
す
る
対
象
者
（
老
人
ホ

　
　
日
本
円
で
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

高
齢
者
福
祉
施
設

ー
ム
型
）
、
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
は
看
護
資

格
の
あ
る
も
の
が
な
っ
て
い
る
。

B
タ
イ
プ
…
一
人
部
屋
で
、
家
具
は

自
分
で
持
込
み
が
で
き
る
。
設
備
的

に
は
台
所
、
浴
室
、
ト
イ
レ
付
き
、
自

立
生
活
が
で
き
る
。
（
レ
ジ
デ
ン
ス
型
）

C
タ
イ
プ
…
ね
た
き
り
老
人
な
ど
の
重

介
護
老
人
が
対
象
（
ナ
ー
シ
ン
グ
型
V

　
視
察
し
た
の
は
、
B
タ
イ
プ
の
レ
ジ

デ
ン
ス
型
で
あ
る
。

　
こ
の
施
設
は
、
パ
リ
市
街
か
ら
一
時

間
足
ら
ず
の
住
宅
地
区
で
、
道
ひ
と
つ
隔

て
て
小
学
校
が
あ
っ
た
。
清
閑
な
感
じ

の
所
で
あ
る
。

　
入
居
者
は
、
自
立
生
活
が
で
き
る
者

で
あ
る
。
室
数
は
、
　
一
室
タ
イ
プ
が
八

○
、
二
室
タ
イ
プ
が
四
で
、
現
在
八
六

名
が
入
居
し
て
い
る
。

　
一
室
タ
イ
プ
は
月
額
二
七
〇
〇
フ
ラ

ン
で
三
〇
㎡
、
二
室
タ
イ
プ
は
月
額
三

三
〇
〇
フ
ラ
ン
で
五
五
㎡
で
あ
り
、
水

道
、
お
湯
、
暖
房
費
を
含
む
。

　
特
徴
と
し
て
は
、

O
自
分
で
好
き
な
料
理
が
で
き
る
。
ホ

　
ー
ム
に
も
注
文
も
で
き
る
。

○
年
金
が
少
な
く
経
費
の
払
え
な
い
者

　
は
、
社
会
保
障
で
支
払
う
。

○
年
金
生
活
者
は
、
納
税
額
に
よ
っ
て

　
決
ま
る
。

フ
ラ
ン
約
十
九
・
三
円
で
す
。

野久野大
　保
ロ田口場

俊三副

O
施
設
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
食
事
代
も

　
納
税
額
に
よ
っ
て
決
ま
る
。

O
料
理
の
値
段
は
、
昼
食
で
一
三
フ

　
ラ
ン
か
ら
四
ニ
フ
ラ
ン
で
あ
る
。

O
高
齢
者
な
の
で
、
減
塩
食
や
特
別
メ

　
ニ
ュ
ー
も
あ
る
。

O
老
人
で
あ
れ
ば
入
居
で
き
る
。
た
だ

　
し
、
市
の
人
を
優
先
す
る
。
肉
親
（
親

●

男進雄郎
　
族
）
が
近
く
に
い
れ
ば
入
居
可
能
で

　
あ
る
。

O
法
律
で
営
利
を
目
的
と
し
て
は
い
け

　
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
。
市
の
補
助

　
が
あ
る
。

O
部
屋
代
が
不
足
し
た
場
合
は
、
市
が

　
負
担
す
る
。

○
医
者
、
看
護
婦
、
医
療
施
設
は
な
く
、

　
自
立
生
活
の
で
き
る
者
が
原
則
。

O
入
居
者
の
平
均
年
齢
は
八
一
歳
、
八

　
六
人
中
七
六
人
が
女
性
で
あ
る
。

O
最
初
は
自
立
生
活
の
で
き
る
者
も
、

　
長
期
入
居
者
は
、
高
齢
に
な
り
医
療

　
補
助
の
必
要
な
者
も
い
る
の
で
最
後

　
ま
で
見
て
あ
げ
た
い
。

最
後
に
質
疑
が
行
わ
れ
、
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
た
。
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住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
（
違
反
建
築
違
反
宅
造
を
な
く
そ
う
）

　
十
月
十
一
日
か
ら
十
日
間
「
違
反
建

築
、
違
反
宅
造
を
な
く
し
て
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
」
の
運
動
が
実
施
さ
れ
ま

す
。
町
民
の
皆
さ
ん
も
こ
れ
を
機
会
に

宅
地
の
購
入
や
家
屋
を
建
築
す
る
場
合

に
は
、
次
の
こ
と
に
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

二
　
建
物
を
建
て
る
場
合
は
、
敷
地
が

　
道
路
に
ニ
メ
ー
ト
ル
以
上
接
し
て
い

　
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
建
築
の
際
に

　
は
、
役
場
建
設
課
へ
建
築
確
認
申
請

　
書
を
提
出
す
る
の
を
お
忘
れ
な
く
。

　
宅
地
の
購
入
は
「
市
街
化
区
域
」

内
に
。

　
　
「
市
街
化
調
整
区
域
」
で
は
、
原

則
と
し
て
建
物
は
建
て
ら
れ
ま
せ
ん
。

土
地
基
本
調
査
世
帯
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
土
地
基
本
調
査
世
帯
調
査
は
、
わ
力

国
に
居
住
し
て
い
る
世
帯
の
土
地
の
所

有
状
況
や
そ
の
利
用
状
況
な
ど
に
つ
い

て
調
査
す
る
も
の
で
、
そ
の
結
果
は
わ

が
国
の
宅
地
開
発
計
画
、
土
地
利
用
計

画
の
企
画
、
立
案
な
ど
土
地
に
関
す
る

様
々
な
計
画
や
施
策
の
基
礎
資
料
と
し

て
利
用
さ
れ
ま
す
。

　
調
査
は
十
一
月
一
日
を
基
準
日
と
し

て
町
内
約
三
十
世
帯
を
対
象
に
行
わ

れ
ま
す
。
調
査
対
象
と
な
る
お
宅
に
は

十
月
二
十
三
日
か
ら
知
事
が
任
命
し
た

調
査
員
が
調
査
票
を
持
っ
て
訪
問
し
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
統
計
を
つ
く
る
目
的
以
外
に
調
査
票

　
知
事
の
免
許
を
受
け
て
い
る
者
に
依

　
頼
し
ま
し
ょ
う
。
く
わ
し
く
は
、
役

　
場
建
設
課
、
熊
谷
土
木
事
務
所
に
問

　
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
熊
谷
土
木
事
務
所
費
三
三
－
八
七
七
八

三
　
宅
地
建
物
取
引
は
、
建
設
大
臣
か

を
使
用
す
る
こ
と
は
法
律
で
禁
じ
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。
）

問
い
合
わ
せ
は
、
企
画
課
統
計
係
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
線
二
二
一

●

江
南
中
央
第
二
土
地
区
画
整
理

　
　
　
　
　
　
先
進
地
視
察
会
開
か
れ
る

　
八
月
八
日
に
、
江
南
中
央
第
二
土
地

区
画
整
理
事
業
推
進
委
員
の
皆
さ
ん
が

上
里
町
と
嵐
山
町
で
施
行
中
の
事
業
を

視
察
致
し
ま
し
た
。

　
午
前
十
時
よ
り
、
上
里
町
の
神
保
原

駅
南
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て
概

要
説
明
を
受
け
た
の
ち
、
現
地
を
実
際

に
歩
い
て
事
業
の
成
果
な
ど
を
見
学
し

ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
町
が
主
体
と
な
っ
て

お
り
、
昭
和
五
十
八
年
度
よ
り
始
ま
り

面
積
は
、
三
十
四
・
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
と

江
南
中
央
第
二
土
地
区
画
整
理
予
定
地

の
三
十
四
・
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
ほ
ぼ
同

じ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
午
後
か
ら
は
、
嵐
山
町
駅
東
土
地
区

画
整
理
組
合
の
現
場
事
務
所
を
訪
れ
、

概
要
説
明
を
受
け
た
の
ち
に
現
地
を
見

学
し
ま
し
た
。

　
嵐
山
町
の
事
業
は
、
組
合
が
主
体
と

な
っ
て
行
っ
て
お
り
、
昭
和
五
十
七
年

度
よ
り
始
ま
り
平
成
七
年
度
終
了
を
目

標
に
し
て
い
ま
す
。
総
事
業
費
は
、
約

三
十
三
億
円
で
面
積
は
三
十
一
・
四
ヘ

ク
タ
ー
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
は
、
十
六
メ
ー
ト

ル
の
都
市
計
画
道
路
や
六
メ
ー
ト
ル
の

区
画
街
路
が
既
に
整
備
さ
れ
て
お
り
、

車
の
す
れ
違
い
に
も
安
全
で
、
住
み
よ

い
町
並
み
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　
又
、
建
物
移
転
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
を
実
際
に
見
学
し
ま
し
た
が
、
曳
家

技
術
の
高
さ
に
皆
さ
ん
が
驚
い
て
い
ま

し
た
。

　
土
地
区
画
整
理
し
た
所
と
し
な
い
所

の
道
路
や
環
境
面
で
の
違
い
は
誰
が
み

て
も
明
ら
か
で
、
事
業
の
必
要
性
を
皆

さ
ん
が
感
じ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
視
察
は
、
今
後
の
江
南
町
の
土

地
区
画
整
理
事
業
の
前
進
に
役
立
つ
よ

う
に
と
企
画
し
た
も
の
で
す
。
現
在
町

で
は
、
先
進
地
に
見
習
っ
て
早
期
に
事

業
化
し
よ
う
と
仮
同
意
書
を
集
め
て
い

ま
す
。
推
進
委
員
さ
ん
を
中
心
に
説
明

会
や
戸
別
訪
問
を
行
っ
て
、
事
業
実
現

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

イ

水道の故障・修理は￥水道

工事を施工した指定工事店

か￥当番の指定工事店へお

願いしてください。

鐙月の当餐 工事店名 電話番号．

1　・6・11。16・21。26・31 ㈲笠原設備工業所 36－3662
2・7・12・17・22・27 ㈲松本設備 36－5177
3・8・13・18・23・28 ㈲カロ藤ポンブ店 36－0310
4・9・14・19・24・29 ㈱光栄建設 36－1052
5・10・15・20・25・30 ㈱コバヤシ 36－／206

（9〕



灘灘魏雛鵜…雛課薫誘妻醗鱒霧蕪灘叢

　　文化講演会開催される

　町人材育成推進協議会主催による、文

化講演会は、去る9月5日（日）、勤労福祉

センターにおいて、120余名の聴講者を得

て開催されました。講師の河野實先生か

らは、日本経済や世界経済の動向を踏え

て、何を生きがいとして生きるか、又山

本茂實先生からは、子育と子どもの躾に

ついて、実話を交じえ講演されました。

一
κ
艶

講
響
側

軸難
　
、
　
　
　
　
　
　
脚

巨　
　
　
ド
　
　
ハ
コ

　
　
臨
糖
証
㎜

灘
難
片

～
、
㌔

　
　
　
　
・
藤

●

●

　8月24日・25日、保健センターで親子

料理教室が南・北小学校4年生を対象に

開催され30組（61名）の親子が参加しま

した。

　子供たちは、慣れない手っきでお米を

といだり野菜を切ったり、お母さんや食

生活改善推進員さんに教えてもらいなが

ら、ひじきのドライカレー・ヨーグルト

サラダ・わかめスープをみんなで楽しく

作りました。

ダ

i欝ピ暫クス

鰍
韓
灘
醸

窟幽醸
￥

江南ファイターズ英語で宣誓

　T　E　P　C　Oカップ少年野球選手権兼第

18回埼玉県スポーッ少年団軟式野球大会

県北予選大会が9月5日（日）、江南町運動

公園において県北37チーム725名が参加

して開催されました。

　写真は江南ファイターズによる英語で

の宣誓。真黒に日焼したチビッコ選手の

熱戦が繰り広げられました。

顯懸論．

　　　　　　　　　　　　　　　輪磯麟鋸轟

　　　　　　　　　　　　　　　　離塩、

　　　高齢者運転適性診断

　8月20日㈹、鴻巣市にある埼玉県警察

運転免許センターで高齢者運転適性診断

・が実施されました。

　対象者は「65歳以上で現左自動車を運

転している人」で老人クラブの会員19名

が参加しました。　『　　　　　　一’

　診断内容は動体視力、追越予測等4種

類実施し、初めてのことで参加者は四苦

八苦。無事に合格し、今後も安全運転を

することを確認し、終了しました。

購
讐　
鰍
溝

購

嚢
驕

籔
灘
灘

　
　
　
　
　
叢

　
　
　
　
　
　
　
纏

、　薙



トピツワス 身近か后話題、ホ・ソト后ニュースきお寄せくだごひ。

　　敬老会で楽しい一日

　9月15日・16日の2日間、江南荘で敬

老会が開催されました。

　長年にわたり社会に尽してこられたみ

なさんを敬い長寿を祝うためのもので、

町内65歳以上の人1，483名のうち821名の

みなさんが元気に出席しました。

　15日には、寝たきり老人介護者表彰が

行われ、茂木キクさん（樋春北）と小林

厚子さん（上押切）の2名が表彰されま

した。

－
「
旨
§
幣
雌
、
　
　
　
　
云
軍
、
、
巽
譲
　
　
ピ
ー
律
r
…
』
、

磯懸1議き

瀞撃秘

澤韓藩
　　灘籍縛

子供と高齢者交通安全自転車大会

　子供と高齢者交通安全自転車大会が8

月26日に熊谷市の埼玉自動車学校で行わ

れました。これは、子供と高齢者の交通

事故を防ごうと、熊谷警察署管内四市町

村から、10チームが参加し自転車の運転ル

ールやマナーを競い合い、町からは上押

切老人会と北小学校の選手が出場しまし

た。

　結果は、団体で第2位という成績をお

さめました。

集

欝
隅

籔

灘

解
．

騨
、

江南町建設組合で奉仕作業

　江南町建設組合（組合長野口政一氏）

では、組合活動の一つとして毎年町内の

小・中学校に奉仕作業を行っています。

　傷んだドアや壁など、建設組合ならで

わの奉仕作業が手際よく、参加した組合

員30名により実施されました。

　今年も8月22日（日）、早朝より各小・中

学校に分れ作業にあたっていただきまし

た。

講

　　　移動県政教室
　9月8日（胸、熊谷地方県民センター主一

催の移動県政教室が行われました。

　これは、バスで県の施設を見学し、県

政への理解と関心を高めるとともに、見

学した施設や県政に対する意見、要望を

聴き、県政の運営に役立たせるというも

ので、参加者31名は、農業大学校、平和

資料館を見学しました。

●

●
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お
い
し
く
楽
し
く

　
　
　
食
事
を
と
り
ま
し
ょ
う
！

”
食
事
は
、
何
と
い
っ
て
も
人
生
の
楽

し
み
の
一
つ
で
す
。
特
に
高
齢
に
な
れ

ば
な
る
ほ
ど
、
お
い
し
そ
う
な
料
理
、

心
地
よ
い
食
卓
の
雰
囲
気
、
家
族
そ
ろ

っ
て
の
食
事
な
ど
は
、
最
高
の
楽
し
み

と
い
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。食

事
は
生
き
て

い
く
た
め
に
欠
か
せ
ま
せ
ん

　
食
事
は
確
か
に
生
命
を
維
持
す
る
た

め
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。
私
達
の

健
康
を
維
持
し
、
増
進
す
る
の
に
食
事

は
不
可
欠
の
も
の
で
す
。
し
か
し
、
そ

れ
だ
け
が
食
事
の
目
的
で
あ
る
と
す
れ

ば
、
粉
末
の
も
の
で
も
チ
ュ
ー
ブ
入
り

の
も
の
で
も
必
要
な
栄
養
素
さ
え
充
足

し
て
い
れ
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。グ

ル
メ
ブ
ー
ム
の
影
で
…

　
一
方
最
近
は
健
康
を
無
視
し
て
、
た

だ
食
事
だ
け
を
楽
し
む
と
い
っ
た
風
潮

も
で
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
心
が
グ
ル

メ
ブ
ー
ム
で
す
。
確
か
に
お
い
し
い
も

の
を
腹
一
杯
食
べ
れ
ば
、
満
足
こ
の
う

え
な
い
と
い
っ
た
気
持
ち
に
な
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
グ
ル
メ
に
の

め
り
こ
ん
だ
あ
ま
り
、
糖
尿
病
・
心
臓

病
・
高
血
圧
な
ど
に
な
っ
た
例
も
あ
る

よ
う
で
す
。
こ
う
し
た
食
べ
方
も
ま
た

問
題
で
す
ね
。

心
の
こ
も
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
手
作
り
を

　
や
は
り
私
達
の
食
事
は
生
命
を
守
り
、

健
康
を
維
持
・
増
進
す
る
こ
と
を
基
本

と
し
、
そ
の
上
で
い
か
に
お
い
し
く
楽

し
く
食
べ
る
か
を
工
夫
す
る
こ
と
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。
薄
昧
が
い
く
ら
よ

い
と
い
っ
て
も
、
食
欲
が
な
く
十
分
食

べ
ら
れ
な
く
な
る
と
か
え
っ
て
他
の
必

要
な
栄
食
素
が
不
足
し
て
し
ま
い
ま
す
。

逆
に
、
た
だ
買
っ
て
き
た
調
理
済
み
食

品
を
そ
の
ま
ま
食
事
に
並
べ
る
の
も
困

り
も
の
で
す
。
い
つ
の
場
合
も
心
の
こ

も
っ
た
手
づ
く
り
の
食
事
は
最
高
の
御

馳
走
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
食
べ
物
の
お
い
し
い
季
節
で
す
。
大

人
も
子
供
も
、
家
族
そ
ろ
っ
て
お
い
し

く
楽
し
い
食
事
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
！

朝食のだんらんで販巌のきすな
　　お父さんも旱起きしないと
　　子侠に癒れられちゃうよ

…
…
…
…
…
…
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◆
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0
Φ
0
②

　
八
月
二
十
四
日
、
’
江
南
町
体
育
協
会

主
催
に
よ
る
第
二
回
町
民
ゴ
ル
フ
大
会

が
江
南
バ
ー
ド
レ
イ
ク
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
晴
天
の
や
や
む
し
暑
い
天

候
の
中
で
大
会
は
行
わ
れ
、
一
二
四
名

が
参
加
し
て
技
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
競
技
終
了
後
に
は
表
彰
式
と

パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
、
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
ホ
ー
ル
で
寄
付
さ
れ
た
七
万
千
八
十

五
円
が
江
南
町
社
会
福
祉
協
議
会
を
通

し
て
北
海
道
南
西
沖
地
震
義
援
金
と
し

て
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
入
賞
者
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

懲

●

グリーンでのプレー（18番ホール）

体協副会長と男・女の優勝者

　
※
競
技
は
、
新
ペ
リ
ア
方
式
、
同
ス

　
　
コ
ア
の
場
合
は
年
齢
上
位
者
優
先

◎
総
合
成
績
（
グ
ロ
ス
・
㏄
・
ネ
ッ
ト
）

優
　
勝

準
優
勝

第
三
位

第
四
位

第
五
位

　杉　古　井　新　岡
81田87谷90上97井92部

一
美

22

・
8

修
司

26

・
4

正
之

19

・
2

菊
次

15

・
6

一
男

Q
ゾ
　
・
　
6

（
小
江
川
）

69

・
2

（
上
新
田
）

70

・
6

（
押
　
切
）

70

・
8

（
上
押
切
）

71

・
4

（
小
江
川
）

71

・
4

◎
女
子
の
部
（
グ
ロ
ス
・
㏄
・
ネ
ッ
ト
）

優
　
勝
　
富
岡
　
政
技
　
　
（
樋
　
春
）

　
　
　
　
　
7
　
　
4
●
0
　
　
3
。
O

　
　
　
　
　
Q
》
　
　
n
乙
　
　
　
　
　
　
　
7

準
優
勝
　
大
久
保
喜
美
枝
（
パ
ー
ク
）

　
　
　
　
　
9
　
　
4
。
4
　
　
4
●
6

　
　
　
　
　
8
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
7
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ふるさと

再発見

　　　　地

　　　　名

　一天墜
　　　　語

え　　る

　
「
天
神
」
は
本
来
、
天
（
ア
マ
ツ
）

神
、
天
照
大
神
な
ど
の
神
々
を
い
い
ま

す
。
地
名
で
読
ま
れ
る
天
神
は
「
ア
マ

ツ
カ
ミ
」
で
は
な
く
、
「
テ
ン
ジ
ン
」
と

呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
両
者
の

神
名
は
異
る
神
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
町
内
に
は
、
千
代
の
「
天
神
谷
」
、

板
井
の
「
天
神
」
・
御
正
新
田
の
「
天

神
山
」
と
三
ケ
所
に
そ
の
地
名
を
付
し

て
呼
ぶ
場
所
が
あ
り
ま
す
。
地
名
の
場

所
・
地
形
を
み
る
と
、
千
代
で
は
集
落

の
西
方
に
位
置
し
、
植
木
沼
と
三
角
沼

に
狭
ま
れ
、
全
く
人
家
が
あ
り
ま
せ
ん
。

板
井
で
は
集
落
の
北
側
の
畑
地
・
山
林

で
し
た
が
人
家
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

御
正
新
田
で
は
水
田
を
臨
む
台
地
の
高

所
を
呼
ん
で
い
ま
す
。
い
づ
れ
の
場
所

も
、
集
落
の
中
心
よ
り
や
や
離
れ
、
山

林
、
畑
地
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
で

も
落
つ
い
た
雰
囲
気
を
保
ち
、
神
の
住
ま

い
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
で
す
。
御

正
新
田
で
は
古
墳
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
地
名
の
由
来
は
「
天
神
」
に
あ
り
ま

す
が
、
天
神
は
、
学
問
の
神
様
と
し
て

有
名
な
「
菅
原
道
真
」
を
指
し
ま
す
。

菅
原
道
真
は
平
安
時
代
に
活
躍
し
た
人

で
右
大
臣
と
な
り
ま
し
た
が
、
政
争
に

敗
れ
無
念
の
死
後
雷
神
と
な
っ
て
人
々

を
悩
ま
せ
た
た
め
、
京
都
の
北
野
天
神

社
に
祀
ら
れ
ま
し
た
。
天
満
宮
は
道
真

　
　
　
　
　
　
神
」

　
　
　
　
　
ま
　
じ
さ
い
て
ん

の
御
霊
「
天
満
自
在
天
」

た
社
名
で
、

が
有
名
で
す
。
中
、

分
社
・

て
い
ま
す
。

●
第36話

　
　
　
　
　
　
　
か
ら
と
ら
れ

　
　
死
没
地
の
太
宰
府
天
満
宮

　
　
　
　
　
近
世
以
降
全
国
に

小
社
が
造
ら
れ
広
い
信
仰
を
得

　
地
名
と
の
結
び
つ
き
を
調
べ
て
み
る

と
、
現
在
の
千
代
・
板
井
・
御
正
新
田

に
は
天
神
社
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
明
治

時
代
以
前
に
は
存
在
し
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
神
社
の
跡
地
が

そ
の
ま
ま
地
名
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
や
、
神
社
合

祀
の
由
来
か
ら
は
、
江
南
町
の

各
所
に
祀
ら
れ
た
神
社
が
数
え

ら
れ
ま
す
。
板
井
の
場
合
、
「
天

神
社
は
村
の
北
方
に
あ
っ
て
、

社
地
は
百
二
十
坪
の
広
さ
が
あ

る
」
と
み
え
ま
す
が
、
後
に
出

雲
伊
波
比
神
社
に
合
祀
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
町
内
に
は
「
天
神
」
地
名
の

場
所
は
先
の
三
ケ
所
の
よ
う
で

す
が
、
旧
在
し
た
天
神
社
は
三

本
・
成
沢
・
小
江
川
・
柴
地
区
も
あ

り
ま
し
た
。
も
っ
と
広
く
目
を
向

け
る
と
寺
社
の
境
内
や
路
傍
に

「
天
満
宮
」
と
刻
ま
れ
た
石
塔

を
見
つ
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
童
謡
「
通
り
ゃ
ん
せ
」
で

馴
染
み
の
よ
う
に
子
供
と
結
び

つ
い
た
「
天
神
様
」
の
信
仰
が
幅
広
く

浸
透
し
て
い
た
と
推
測
で
き
ま
す
。

　
天
神
様
の
信
仰
は
、
社
を
造
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
菅
原
道
真
に
あ
や
か

り
勉
強
を
よ
く
で
き
る
よ
う
に
と
願
う
こ

と
で
す
。
二
月
二
十
五
日
の
祭
日
に
は

子
供
達
が
集
り
習
字
を
し
、
』
食
事
を
共

に
取
り
楽
し
く
過
し
た
よ
う
で
す
。
こ

の
地
区
の
集
り
（
講
）
は
も
う
見
ら
れ

ま
せ
ん
が
、
か
つ
て
の
寺
小
屋
を
連
想

さ
せ
る
雰
囲
気
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
明

治
五
年
、
学
制
の
施
行
と
共
に
開
校
さ

れ
た
三
本
学
校
（
現
北
小
学
校
）
の
前

身
は
寺
子
屋
で
し
た
。
当
時
か
ら
、
学

ぶ
こ
と
の
下
地
が
身
近
な
信
仰
の
中
に

培
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
ま
す
。

費

鐵
滋＿

　
　
　
　
　
　
　
　
｛

ノ
魁
灘．＿　欝

板井天神社菅原道真公像“左・正面・背面”

　
　
●

第
三
位
　
牛
尾
　
昌
子

　
　
　
　
　
8
7
　
1
2
・
0

75二

〇本

▽
ベ
ス
グ
ロ
賞

男
子
　
萩
原
　
聖
一
（
成
　
沢
）

女
子
　
牛
尾
　
昌
子
（
三
　
本
）

8779

▽
ニ
ア
ピ
ン
賞

　
・
3
番
曽
田
　
シ
ン
（
中
央
）

　
・
6
番
　
小
林
　
文
子
（
小
江
川
）

　
・
12
番
　
市
川
　
保
夫
（
下
押
切
）

　
・
1
7
番
　
中
村
　
武
幸
（
押
　
切
）

　　　　▽
・。・・ド
151391ラ番番番番コ
　　　　ン
牛飯篠吉賞
尾野場田

昌一喜卓
子男一夫

三成板須
　　　賀
本沢井広

　
八
月
二
日
、
県
民
総
合
体
育
大
会
江

南
町
夏
季
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
町
民

体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
六
チ
ー
ム
が
参
加
し
御
正

チ
ー
ム
が
優
勝
、
野
原
チ
ー
ム
が
準
優

勝
と
な
り
ま
し
た
。

　
出
場
チ
ー
ム
と
結
果
（
決
勝
以
上
）

は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

・
出
場
チ
ー
ム

中
央
ク
ラ
ブ
、
成
沢
、

小
江
川
、
野
原

御
正
、
板
井
、

　●御決
正勝
2

（222111
207

）0
野

原

・
三
位
決
定
戦

中
央
多
（
璽
・
小
江
川

灘

（131
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対象者

問合せ

正午まで）

町内に居住する幼児で

平成元年4月2日から平成

2年4月1日までに生まれ
たお子さん。

江南幼稚園　台36－3373

平成5年度　実践パソコン講座

立正大学短期大学部公開講座

日時10月16日（D～12月18日（D

　　　l3：30～16：30まで8回

場所立正大学短期大学部
　　　情報処理室（A204教室）

対象県内在住、または在勤の18
　　　歳以上の社会人
定　員　40名（申込順）

受講料　無料（教材費1，000円は受

　　　講者負担）

申込み　10月15日までに直接電話で

内　容　コンピュータの仕組、文章

　　　の作成・保存から表計算な

　　　どを行います。

申込先　立正大学短期大学部庶務課

　　　〒360－01熊谷市万吉1700

　　　盈36－3998

あなたも県庁博士に
　　　　なりませんか

　「県民の日　親と子の県民教室』

対象小学校4～6年生と保護
　　　者（子供会等も含む〉

日時11月14日（日）10時～14時
内　容　県のしくみと仕事の紹介、

　　　アニメ映画上映、クイズ・

　　　ゲーム、県議会議事堂・県

用
員
み

　
　
込

費
定
申

圏

警察本部などの見学

無　料

200名
10月29日（釜必着までに往復

ハガキに住所・氏名（児童

と保護者）・学年・電話番

号（連絡先）を明記して、

埼玉県県民総務課〒336
浦和市高砂3－15－1

魯048－824－2111内線2040

昼食は各自用意ください。

圏圏圏
行政・心配ごと・人権相談

　日常生活での困りごとや行政に対

する不満などのあるかたは．お気軽

にご相談ください。なお、ラ月は弁

護士が来庁の予定です。

日時10月26日（火）

　　　午前9時から正午まで
場所勤労福祉センター研修第2

こどもぜんそく相談

「こどもぜんそく」について、日

常生活での注意などの相談を専門医

や保健婦が行います。　（申込制）

日時・生活相談10月13日（水〉

　　　　午前10時～11時
　　　　・親のっどい　10月15日㈹

　　　　午後2時～3時30分
場　所　埼玉県熊谷保健所多目的室

問合せ　熊谷保健所保健婦課

　　　費23－2811内線272、273

圏　回　囮

大切な義務です
　　学生の国民年金加入

　国民年金は、20歳以上60歳未満の

すべての人が加入することになって

いますが、20歳以上の学生も、国民

年金に加入することが義務づけられ

ています。あなたは加入手続きをし

ましたか。

　加入して保険料を納めておかない

と、在学中に万一病気やケガで障害

者になったとき「障害基礎年金」が支

給されないことや、将来満額の「老

齢基礎年金」が受けられませんので、

必ず加入手続きしてください。

＊住民票のある市町村役場の国民年

　金係で手続きをします。

＊保険料を納めます。（月額10，500円）

＊納付が困難なときは免除制度があ

　ります。

＊卒業して就職したら、変更の手続

　きをします。

子犬などの巡回引き取り

日　時

9：00～9：10

9：20～9：30

9：40～9：50

10：00～10：10

10：20～10二30

10月25日（月〉（午前中）

10：40～10：50

11：00～11：10

11：20～11：30

11：40～11：50

江南町役場

三本渡唐神社

江南町農協本所

御正新田中島商店東

大坂農業教育センタ

ー入口

静簡院前

野原集会所

江南町農協南支所

板井研修センター

鰯
α
聾
ゴ
9
一
闘
0
5

● ε
う
を
畠

　
　
俳
句
会
⑪

吾
に
な
き
は
げ
し
き
色
や
葉
鶏
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
　
と
よ

信
号
待
ち
風
が
嬉
し
き
残
暑
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
　
加
津

色
詰
め
て
風
の
や
つ
れ
の
葉
鶏
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
花
枝

夜
目
に
な
ほ
雁
来
紅
の
あ
ざ
や
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宅
森
　
清
次

初
パ
ー
ト
鶏
頭
炎
へ
て
い
み
、
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
マ
ツ
ヱ

ら
り
ち
り
と
残
暑
は
り
つ
く
ポ
ス
ト
か

な
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
　
和
子

秋
暑
し
カ
ロ
リ
ー
計
算
ま
ま
な
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
　
道
子

鶏
頭
に
抱
か
れ
て
眠
る
父
母
の
墓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
ひ
さ

葉
鶏
頭
燃
へ
る
心
を
写
し
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
慎
治
郎

鶏
頭
の
炎
へ
た
る
彩
に
触
れ
て
見
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
ト
モ
子

余
白
な
ほ
闘
志
尽
き
ざ
り
鶏
頭
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
部
　
正
次

河
の
瀬
の
残
暑
の
小
波
ま
ぶ
し
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
谷
　
ま
つ

歩
く
音
け
だ
る
さ
を
増
す
残
暑
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
島
　
文
恵

病
院
の
待
合
長
き
残
暑
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
沢
　
直
江

、　　ρ

鼎

ρ

o

麺へ
◎

畑
仕
事
酷
な
り
き
び
し
残
暑
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀬
山
　
芳
久

義
兄
逝
き
て
早
や
ひ
と
と
せ
や
秋
暑
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
島
　
孫
一

若
き
日
の
想
い
出
あ
り
し
葉
鶏
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
泉
　
美
津

植
へ
込
み
に
火
焔
の
如
く
葉
鶏
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
　
益
次
郎

道
端
に
残
る
自
生
の
葉
鶏
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
岡
　
牧
子

夏
痩
せ
の
手
首
を
そ
っ
と
測
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
久
枝

葉
鶏
頭
赤
白
黄
と
日
に
映
へ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
谷
川
津
千
代

久
し
ぶ
り
友
と
語
り
し
残
暑
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
鹿
原
そ
の
子

秋
暑
し
畑
輝
き
妻
萎
ヘ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
田
　
育
子

，
鴉
帰
き
葉
づ
れ
に
残
る
暑
さ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
口
文
三
郎

鶏
頭
の
炎
へ
て
馬
頭
碑
隠
し
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
　
政
男
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農林学級（10月）

蔑「

癖B

鰯

開催日 内　　　容 時　　間

8日（金） まゆ工芸 午後1時30分

9日（土） 木工型抜き 午前10時

9日仕） 木工型抜き 午後1時30分

10日（日） 親子で育てるプ 午後1時30分

ランターイチゴ

14日休〉 薬膳料理 午前10時

17日旧〉 木工本立て 午前10時

17日（日） サツマイモ収穫 午後1時30分

20日（水） 良い土づくりと 午後1時30分

上手な肥料の使

い方

21日（木） サツマイモ料理 午前10時

22日（斜 木工踏み台式イ 午前10時

ス

24日（日） 木工工作室開放 午前9時

24日（日） サツマイモ収穫 午後1時30分

31日（日） かかしコンクー 午前9時

ル

　
所

　
務

　
事

　
理

　
管
01

　
園
2
3

料
公
一

　
林
8
3

無
農
君

用
せ

　
合

費
間

花き園芸講座（10月）

開催目ヒ 内　　　　容 ．，蟄淵

13日（水） 松柏盆栽の作り方 無　　料

15日働 ブーケの作り方 3，000円

20日（水） 良い土づくりと上手 無　　料

な肥料の使い方

22日（金） 花木（ボタン、シャ 無　　料

クヤク）の植え付け

※時間は、午後1時30分

対象
受付

せ△
・間

一般県民

毎月1日午前8時30分から
行います。

大里郡川本町本田5768－1

埼玉県農林公園内・植物振

興センター内　a83－2841

平成5年度
　　　地域環境フェア

日時10月22日（釧～24日（日）

　　　10時～18時まで

場所アズ熊谷6Fアズホール
内容大気・水質・自然保護
　　　廃棄物関係パネル等の展示

　　　小学生リサイクル工作展
問合せ　北部環境管理事務所

　　　a23－2800

圓團國圓
　海外視察研修参加者募集
　　　～アメリ力西海岸～

　ふるさと創生事業の一環として平

成2年度より始められた海外視察研

修事業が、今年度もつぎの要領で実

施されます。

　この事業は、町民に国際的な視野

及び知識を身につける機会を設け、

研修で得た経験をいかして、地域の

リーダーとして町づくり、人づくり

を推進する人材を育成することを目

的に、アメリカ西海岸を研修地とし

て派遣するものです。

◎研修期間（予定）

　平成6年1月28日～2月4日
◎研修地

　アメリカ西海岸（サンアントニオ、

　ロサンゼルス、サンフランシスコ）

◎研修内容

　自然環境、住民生活、教育文化、

　産業経済、スポーツなど

◎参加資格

　江南町に住んでいる20歳以上の人

　（学生を除く）で、帰国後、研修

　の成果を積極的にいかし、町行政

　に取り組む意欲があると認められ
　る人。

◎派遣人員　若干名

◎締切り　　10月22日（金）

◎選考と決定

　応募者の中から、江南町人材育成

　推進協議会で選考・審査・決定し

　本人に通知します。

◎費用の負担

　町が費用の一部を補助し補助額は、

　費用約30万円（交通費、保険料等）

　の3分の2以内とし、個人負担は

　10万円程度になります。但し、渡

　航手続きにかかる費用や諸雑費は　　●

　別に個人負担となります。

◎応募方法

　希望者は、役場企画課にある海外

　研修参加申込書に必要事項を記入

　のうえ、申し込んでください。

◎問合せ

　役場企画課　836－1521内線221

幼稚園入園申込み

期日平成5年10月25日（月）から

　　　平成5年10月30日（土）までの

　　　6日間の午前9時から午後
　　　5時まで（30日の受付けは

八
月
中
届
出

　
吉
田
　
よ
ね

　
大
場
　
か
ん

　
前
田
豊
子

　
嶋
田
　
治
明

　
小
林
憲
次
郎

　
中
島
　
重
平

　
江
森
　
己
喜

　
小
久
保
ク
ニ

8888777275497879年
歳歳歳歳歳歳歳歳齢

干小須御三成塩塩江賀薪

代　　川広田本沢

　
　
　
ゆ
う
　
　
き

　
川
口
　
悠
樹
　
　
長
男
　
　
（
富
生
）

パ
肛
ク
シ
テ
ィ

　
　
　
リ
よ
う
　
ま

　
松
岡
諒
磨
　
二
男
　
（
隆
）

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

千

代

樋
　
　
春

　
　
　
　
み
　
す
ず

　
大
島
　
未
鈴

小
江
川

　
　
　
　
ま
　
　
し

　
大
久
保
真
衣

板
　
　
井

　
　
　
　
ゆ
う
　
き

　
吉
野
　
行
希

長　　長　　長　　長　　長　　長長
男　　女　　女　　男　　女　　男男

伸
一
）

一
夫
）

健
吾
）

お
誕
生
お
め
で
と
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

八
月
中
届
出

成
　
　
沢

　
　
　
　
ゆ
き
の
ぶ

　
平
澤
　
亨
修
　
　
長
男
　
　
（
直
行
）

　
　
　
　
ゆ
う
　
や

　
曽
和
田
祐
也
　
　
長
男
　
　
（
健
一
）

三
　
　
本

　
　
　
　
ゆ
　
　
い

　
横
山
　
結
衣
　
　
長
女
　
　
（
輝
美
）

上
新
田

　
砂
永
　
拓
磨
　
　
長
男
　
　
（
和
巳
）

●

12，160

町民のうごき

12，140一

12，120一

人／戸

3，450

3，440

3，430

6月　7月　8月　9月

9月1日現在

畑
男
女
蹄

12，153

6，019

6，134

3，449

十29

十15

十14

十10

平成5年　救急出動状況

救急出動状況・ 舜
、 8 月1 索計

交 通 6件 42件

一 般　　負 傷 3件 10件

急 病 7件 89件

そ の 他 0件 13件
ム
ロ 計 16件 154件

（15）



’

　　　　　み　　　き
　駒井未来ちゃん
　平成4年11月16日生

　駒井　正・栄子さんの

二女（10カ月）　　小江川

　よく食べ、よく眠るミキ

は、体も大きく8カ月で歩

き始めました。これからも、

姉妹仲良く、すこやかに成

長して欲しいですね。

　　　　　ひろ　　　き

　荻原弘樹ちゃん
　平成4年12月1日生

　荻原和雄・正恵さんの

二男（10カ月）　御正新田

　なぜか女の子にいつも見

られてしまうひろくん。

　我が家で一番のあばれで

　　甘えん坊です。

　　　　　　　まもる
　藤野　　守ちゃん
　平成5年1月10日生

　藤野　功・さつきさんの

長男（8カ月）　　三　本

　いっも、お父さんにそっ

くりと言われるけれど本当

かなあ？

　お風呂が大好きなマモル

君です。

　　　　　み　　　な
　島田美菜ちゃん
　平成5年1月19日生
　島田文延・初代さんの

長女（8カ月）　　押　切

　三人目にして待望の女の

子が生まれました。

　明るぐ素直に育つてほし

いと思います。
●

我
が
家
の
生
産
物
を

使
っ
た
自
慢
料
理

大
豆
入
り
栗
お
こ
わ

大
島
せ
い
さ
ん
（
下
押
切
）

▼
材
料

　
も
ち
米
…
…
…
・

　
栗
シ
…
：

　
大
豆
：
：
…
・
・

　
塩
…
…
：
…
…

　
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

　
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
…

　
み
そ
：
…
…
…
・

　
み
り
ん
…
…
…

β
多
ー
8

・
　
：
：
三
カ
ッ
プ

一
．

O
O
～
三
五
〇
g

…
…
：
大
さ
じ
五
杯

　
　
…
中
さ
じ
一
杯

…
　
　
　
：
中
二
個

・
　
　
　
・
…
適
量

・
…
…
大
さ
じ
一
杯

…
…
…
小
さ
じ
二
杯

、
・
駄

▼
作
り
方

①
も
ち
米
は
、
一
晩
水
に
つ
け
よ
く
吸

　
水
さ
せ
る
。

②
栗
は
、
鬼
皮
と
渋
皮
を
む
い
て
半
割

　
り
か
四
つ
割
り
に
し
、
一
晩
水
に
つ

　
け
ア
ク
を
抜
く
。

③
大
豆
は
、
き
れ
い
に
洗
い
一
晩
水
に

　
つ
け
る
。

④
①
②
③
を
ざ
る
に
あ
げ
水
を
切
り
、

　
よ
く
混
ぜ
る
。

⑤
鍋
に
た
っ
ぷ
り
の
湯
を
煮
立
て
、
蒸

　
し
器
を
の
せ
る
。

　
十
分
蒸
し
た
ら
、
打
ち
水
（
湯
で
塩

　
を
と
い
た
も
の
）
を
す
る
。

　
そ
の
後
十
分
蒸
し
や
わ
ら
か
く
な
っ

　
た
ら
飯
台
に
あ
け
さ
ま
す
。

（
付
け
合
せ
）

①
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
、
小
房
に
切
り
色

　
良
く
ゆ
で
水
気
を
切
る
。

②
み
そ
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
、
み
り
ん
を
混

　
ぜ
合
せ
、
つ
け
て
食
べ
る
。

　
　
●

　
秋
は
、
運
動
会
や
秋
祭
り
な
ど
の
行

事
が
あ
っ
た
り
、
家
族
や
仲
問
と
遊
び

に
出
か
け
た
り
す
る
こ
と
が
多
く
、
写

真
を
撮
る
機
会
も
増
え
ま
す
。
し
か
し
、

で
き
あ
が
っ
た
プ
リ
ン
ト
や
ネ
ガ
フ
ィ

ル
ム
の
整
理
が
、
ま
た
ひ
と
仕
事
。
放

っ
て
お
く
と
い
つ
の
間
に
か
い
っ
ぱ
い

に
プ
リ
ン
ト
や
ネ
ガ
が
詰
め
込
ま
れ
て

い
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
面
倒

が
ら
ず
に
、
そ
の
つ
ど
整
理
す
る
よ
う

に
し
ま
し
よ
う
。

　
ア
ル
バ
ム
の
作
り
方
は
い
ろ
い
ろ
あ

り
ま
す
。
撮
っ
た
日
付
順
に
並
べ
て
も

い
い
し
、
テ
ー
マ
ご
と
に
整
理
す
る
の

も
よ
い
で
し
ょ
う
。
学
校
や
地
域
の
催

し
、
家
庭
で
恒
例
と
な
っ
て
い
る
行
事

を
、
年
を
追
っ
て
つ
づ
っ
て
み
る
の
も

楽
し
い
も
の
で
す
。

　
プ
リ
ン
ト
と
と
も
に
、
ネ
ガ
フ
ィ
ル

ム
の
整
理
を
忘
れ
ず
に
。
時
間
が
た
つ

と
、
ネ
ガ
を
み
て
何
か
写
っ
て
い
る
の

か
判
別
す
る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
も

の
で
す
。
で
き
あ
が
っ
て
き
た
と
き
に
、

プ
リ
ン
ト
を
撮
っ
た
順
に
ネ
ガ
の
袋
の

上
か
ら
番
号
を
ふ
っ
て
お
く
と
、
あ
と

で
困
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
ネ
ガ
の
袋
に

メ
モ
す
る
と
き
は
、
油
性
の
マ
ジ
ッ
ク

の
よ
う
な
、
柔
ら
か
い
筆
記
具
を
使
っ

て
下
さ
い
。
ボ
ー
ル
ペ
ン
な
ど
硬
い
も

の
だ
と
、
フ
ィ
ル
ム
に
傷
が
つ
き
、
プ

リ
ン
ト
す
る
と
き
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に

な
る
心
配
が
あ
り
ま
す
。

（16）




